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図 8 　局所発汗量（ 5 分毎の平均値）
　　　（実験Ｂ,Mean±SE，n=12）
図 9 　局所発汗量の騒音開始から変化（ 5 分毎の平均値）
　　　（実験Ｂ,Mean±SE）　左：多量発汗グループ（n=6）　右：少量発汗グループ（n=4）
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4 ．考　察
実験Ａの結果より、リラックス指標であるα波出現率がＩのにおい付与時は減少したのに対
し、GF付与時には増加したことから、GFにはリラックス効果があることが確認された。また、
GFのにおいに関しては、Ｉに比較して被験者に好まれ、快適と評価された。これらの結果は、
温熱的に快適な環境において、GFのように快適と感じるにおいを嗅ぐことはストレスを緩和
してリラックス効果を高める可能性があることを示している。
実験Ｂの結果では、高温環境下で騒音負荷中にGFのにおいを嗅ぐと、心拍数が減少したこ
とから、被験者への負担が一時的に緩和されたことが推測される。交感神経の活性度（HF/
LF）は、Ｉのにおい付与後に上昇傾向にあったことから、交感神経優位に向かった可能性が
ある。しかし、その変化はわずかであり、個人差も大きいことから本研究結果だけから推測す
ることは難しい。少量発汗グループでは、はっきりとした発汗抑制効果は認められなかったが、
多量発汗グループにおいて、GFの方がＩよりも有意に局所発汗量が減少した。この結果から、
発汗量が多い場合のみ、GFのにおいを嗅ぐことが発汗を抑制する効果があると推察できる。
一方、鼓膜温、皮膚温には付与するにおいによる違いは認められなかった。暑い環境において
発汗が抑制されることは体温上昇を招き、生体へ負荷を掛けることになる。しかし、本実験で
はGFのにおい付与による発汗抑制は、体温上昇までは引き起こさなかった。つまり、GFの発
図10　心拍数の騒音開始前からの変化（ 5 分毎の平均値）
　　　（実験Ｂ,Mean±SE，n=12）
図11　交感神経活動度の騒音開始前からの変化（ 5 分毎の平均値）
　　　（実験Ｂ,Mean±SE，n=12）
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汗抑制は体温調節反応へ影響するほどではなかったと考えられる。また、実験後に聴取した主
観申告において、ほとんどの被験者がGFのにおいは騒音によるストレスや温熱的不快感を緩
和したように感じたと評価した。この結果は、庄司7）や金井ら8）の良い香りが精神ストレスを
軽減させる効果があるという報告と一致しており、本研究においては、GFの香りによる発汗
抑制は不快感の緩和に寄与したと考えられる。
以上のことから、暑熱環境において騒音を負荷するという過酷なストレス環境において、心
地よいにおいを嗅ぐことで、快適感・清涼感が得られ、暑さによる不快感の緩和につながった
と考えられる。発汗抑制はわずかであり、体温変動を起こさない程度であった.本研究の結果
から、今回使用した濃度のGFの香りを不快な状態で嗅ぐことは、心理的にも生理的にも不快
感を緩和する効果があることが示唆された。なお、交感神経の活性度については一定の傾向は
認められず、さらに例数を重ね、再検討する必要があると考えられる。
5 ．おわりに
本研究において、温熱的に快適な状態において、α波出現率はイソ吉草酸のにおい付与時に
は減少したが、グレープフルーツのにおいを付与したときには増加した。α波はリラックス指
標とされており、グレープフルーツの香りには、自律神経活動を抑制し、リラックスさせる効
果があることが確認された。一方、過度なストレス負荷のある状態においては、グレープフルー
ツのにおいを付与したとき、心拍数は減少し、被験者への負担を抑制した。また、多量発汗の
場合のみ発汗量が抑制された。ストレスのある不快な状態においてグレープフルーツの香りを
嗅ぐことは、暑熱・騒音ストレスを緩和すると同時に、清涼感を誘発し温熱的不快感の緩和に
もつながったと考えられる。本研究の結果は、グレープフルーツなど、心地よく感じる好みの
香りを嗅ぐことは、どのような環境においても、ストレスを緩和し、生理反応へ影響を及ぼし、
快適性に寄与する可能性があることを示唆している。
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